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代表質問（要旨）�

議
員（
民
主
）　
日
立
市
は
じ
め

本
県
の
海
岸
で
は
、
昨
年
十
月

の
低
気
圧
で
防
潮
護
岸
の
倒
壊

等
の
被
害
が
生
じ
た
。
海
岸
の

災
害
復
旧
は
防
災
上
重
要
で
あ�

り
、
平
成
十
六
年
策
定
の
茨
城

沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計
画
で
管

理
者
等
に
お
け
る
体
制
づ
く
り

を
提
案
し
て
い
る
が
、
今
後
ど

う
保
全
し
て
い
く
の
か
。�

知
事
　
海
岸
管
理
は
基
本
的
に

は
知
事
が
行
い
、
港
湾
・
漁
港

区
域
の
管
理
は
各
管
理
者
が
行

う
。日
立
市
管
理
の
漁
港
に
つ
い

て
は
、
市
と

も
連
携
を
図

り
迅
速
に
対

応
で
き
る
体

制
づ
く
り
に

努
め
る
。
海

岸
の
保
全
に

つ
い
て
は
、

関
係
者
間
の

連
携
を
強
化

し
、
早
急
か

つ
円
滑
な
復

旧
に
努
め
、

基
本
計
画
に

基
づ
き
国
の

補
助
を
活
用

し
な
が
ら
整

備
を
着
実
に

進
め
た
い
。�

議
員
　
非
正
規
雇
用
か
ら
の
希

望
者
は
可
能
な
限
り
正
規
雇
用

へ
転
換
す
べ
き
で
あ
り
、
子
育

て
や
介
護
で
離
職
し
た
人
た
ち

の
再
就
職
を
促
進
す
る
仕
組
み

の
創
設
や
拡
充
も
必
要
で
あ
る
。

雇
用
格
差
是
正
に
向
け
、
本
県

の
雇
用
の
現
状
を
ど
う
認
識
し
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。�

知
事
　
改
善
す
べ
き
大
き
な
課

題
と
認
識
し
、
い
ば
ら
き
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
就
職
支
援

の
ほ
か
、
新
た
に
非
正
規
雇
用

者
対
象
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

企
業
体
験
を
組
み
込
ん
だ
就
職

活
動
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施
と
と

も
に
、
国
に
最
低
賃
金
を
初
め

と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
整

備
等
の
一
層
の
充
実
を
働
き
か
け
、

格
差
是
正
に
取
り
組
む
。�

議
員
　
南
北
格
差
解
消
に
向
け

「
産
業
活
性
化
に
関
す
る
指
針
」

の
県
北
地
域
に
お
け
る
具
現
化

の
観
点
か
ら
、
抜
本
的
な
産
業

振
興
策
に
よ
る
県
北
振
興
を
望

む
が
、
ど
う
進
め
る
の
か
。�

知
事
　
も
の
づ
く
り
産
業
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、

中
性
子
利
用
促
進
研
究
会
で
の

Ｊ
―
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
産
業
利
用
に

つ
な
が
る
研
究
、
国
道
六
号
バ
イ

パ
ス
や
久
慈
川
の
榊
橋
等
の
整

備
で
県
北
地
域
の
利
便
性
を
高

め
る
こ
と
に
よ
る
企
業
誘
致
等

に
取
り
組
み
産
業
振
興
を
図
る
。�

議
員
　
地
域
間
格
差
で
一
番
の

課
題
が
医
療
問
題
で
あ
る
。
医

療
従
事
者
を
ど
う
確
保
し
、
地

域
的
偏
在
に
対
応
す
る
の
か
。

ま
た
、
県
北
臨
海
部
へ
の
地
域

救
命
セ
ン
タ
ー
整
備
の
た
め
ど

の
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
の
か
。�

知
事
　
修
学
資
金
貸
与
枠
の
拡

大
の
ほ
か
、
後
期
研
修
医
を
不

足
地
域
の
医
療
機
関
に
派
遣
す

る
た
め
の
支
援
等
に
よ
り
、
医

師
の
養
成
確
保
に
取
り
組
む
。

県
北
臨
海
地
域
は
日
製
日
立
総

合
病
院
に
地
域
救
命
セ
ン
タ
ー

の
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
地
元
や
周

辺
市
町
村
、
医
師
会
等
と
連
携

し
、
で
き
る
限
り
支
援
す
る
。�

（
ほ
か
に
、
行
財
政
改
革
の
推

進
、
住
宅
供
給
公
社
の
抜
本
対

策
、
教
育
委
員
会
の
あ
り
方
な

ど
も
質
問
）�

議
員（
自
県
ク
）　
本
県
は
看
護

師
、
助
産
師
の
人
口
当
た
り
の

人
数
が
そ
れ
ぞ
れ
全
国
四
十
五

位
、
四
十
六
位
と
全
国
最
低
レ

ベ
ル
に
あ
る
が
、
看
護
師
、
助

産
師
の
確
保
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
伺
う
。�

知
事
　
こ
の
四
月
に
一
校
、
平

成
二
十
年
度
以
降
に
数
か
所
の

看
護
師
養
成
施
設
新
設
の
動
き

が
あ
る
。
看
護
師
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
養
成
施
設
を
整
備
促

進
す
る
と
と
も
に
、
離
職
防
止

策
を
講
じ
る
ほ
か
、
出
産
な
ど

で
一
旦
離

職
し
た
方
々

向
け
に
十

九
年
度
新

た
に
再
就

業
促
進
研

修
を
実
施

す
る
。
助

産
師
に
つ

い
て
は
、

四
月
よ
り

中
央
看
護

専
門
学
校

助
産
科
の

定
員
を
十

五
名
か
ら

二
十
五
名

に
大
幅
増

員
す
る
な

ど
で
対
応

す
る
。�

議
員
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
を
ど
う
進
め
る
か
。
特
に

県
内
で
の
最
大
の
想
定
患
者
数

が
五
十
八
万
人
で
あ
る
の
に
対

し
、
県
は
治
療
薬
「
タ
ミ
フ
ル
」

を
二
十
五
万
人
分
し
か
備
蓄
す

る
予
定
が
な
い
が
、
大
流
行
時

に
ど
う
対
処
す
る
の
か
伺
う
。�

知
事
　
国
が
早
期
対
応
や
医
療

体
制
に
つ
い
て
の
「
新
型
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
中
で
あ
り
、

県
は
こ
れ
に
沿
っ
て
具
体
的
対

応
策
を
定
め
る
と
と
も
に
実
地

訓
練
な
ど
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
タ
ミ
フ
ル
に
つ
い
て
は
ま

ず
県
の
備
蓄
分
で
対
応
し
、
更

に
不
足
が
出
た
場
合
に
は
、
千

五
十
万
人
分
の
国
の
備
蓄
分
で

補
給
し
、
必
要
量
が
供
給
さ
れ

る
よ
う
対
応
す
る
。�

議
員
　
今
の
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
の
教
育
問
題
は
、
子
ど
も

の
対
人
関
係
構
築
能
力
の
未
熟

さ
が
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
人
間
関
係
を
築
く

力
の
養
成
に
つ
い
て
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。�

教
育
長
　
平
成
十
九
年
度
か
ら

「
仲
間
同
士
の
絆
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
す
る
。
こ

れ
は
、
対
人
関
係
を
築
く
具
体

的
場
面
を
用
意
し
、
例
え
ば
悩

み
を
相
談
す
る
側
と
聞
く
側
の

役
割
演
技
を
さ
せ
、
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
で
、
双
方
の
気
持
ち
を
体

験
的
に
学
ば
せ
る
こ
と
で
、
好

ま
し
い
人
間
関
係
を
築
く
力
を

身
に
付
け
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。�

議
員
　
こ
の
四
月
よ
り
養
護
学

校
が
特
別
支
援
学
校
に
移
行
し
、

周
辺
小
中
学
校
の
特
殊
学
級
在

席
の
児
童
生
徒
の
教
育
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
ま

た
、
養
護
学
校
の
教
室
不
足
な

ど
の
課
題
を
こ
の
移
行
の
過
程

で
ど
う
解
決
し
て
い
く
の
か
。�

教
育
長
　
管
理
職
や
学
級
担
任

へ
の
研
修
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
養
成
な
ど
の
校
内
支
援
体
制

づ
く
り
や
特
別
支
援
学
校
内
に

相
談
支
援
部
を
設
け
小
中
学
校

に
相
談
・
助
言
す
る
。
ま
た
、

教
室
不
足
な
ど
の
課
題
解
決
に

つ
い
て
は
閉
校
と
な
る
校
舎
の

活
用
な
ど
も
含
め
て
広
い
角
度

か
ら
検
討
し
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
農
産
物
販
売
戦
略
、

警
察
署
等
再
編
問
題
な
ど
も
質

問
）�

●
質
問
者�

鶴
岡
　
正
彦
　�

（
自
由
民
主
党
）�

長
谷
川
修
平
　�（

民
主
党
）�

江
田
　
隆
記
　�

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）�

足
立
　
寛
作
　�（

公
明
党
）��

医
師
の
地
域
的
偏
在
へ
の
対
応
は�

修
学
資
金
貸
与
枠
の
拡
大
等
で

養
成
確
保

子
ど
も
の
人
間
関
係
を
築
く
力
の
養
成
は�

平
成
十
九
年
度
か
ら
「
仲
間
同
士
の

絆
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施


